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Symantec Enterprise Vault
の概要

この章では以下の項目について説明しています。

■ Enterprise Vault について

■ Mac OS X 用 Enterprise Vault クライアントの前提条件ソフトウェア

■ アーカイブ済みアイテムへのショートカットについて

■ Enterprise Vault のツールバーとメニューコマンドについて

■ Enterprise Vault のログインの詳細の入力

Enterprise Vault について
Enterprise Vault では、メールボックス内のすべてのフォルダの内容が、ボルトと呼ばれ
る特別なストレージ領域にアーカイブされます。Enterprise Vault では、アーカイブは自
動的に実行され、通常は混雑していない時間に行われます。アイテムを手動でアーカイ

ブすることもできます。

ほとんどの管理者は、アーカイブ済みの各アイテムへのショートカットを自分のメールボッ

クスに配置するように Enterprise Vault を設定します。ショートカットをクリックしてから
Enterprise Vault のツールバーボタンとメニューコマンドをクリックすることでアーカイブ
済みアイテムにアクセスできます。

Mac OS X 用 Enterprise Vault クライアントの前提条件
ソフトウェア

Mac OS X 用 Enterprise Vault クライアントは、次の必要条件を満たすコンピュータにイ
ンストールできます。
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■ Mac OS X バージョン 10.5 (Leopard)、10.6 (Snow Leopard) 以降。

■ 次の電子メールクライアントのいずれか。

■ Entourage 2004 バージョン 11.4.0 以降

■ Entourage 2008 バージョン 12.1.5 以降

■ Entourage 2008 Web Services Edition

■ Safari バージョン 3.2.1 以降。

Mac OS X 用の Enterprise Vault クライアントのインストーラキットは、ディスクイメージ
(.dmg) ファイルとして提供されます。

アーカイブ済みアイテムへのショートカットについて
Enterprise Vault では、アイテムをアーカイブするときに、通常はアイテムへのショート
カットがメールボックスに残されます。このショートカットは、ボルト内のアーカイブ済みア

イテムへの直接リンクです。

アーカイブ済みアイテムは、メールボックス内のその他のアイテムと同じように見えます。

たとえば、アイテムがメールメッセージである場合は、電子メールクライアントにはもとの

メッセージのタイトル、受信日、作成者がすべて表示されます。

Enterprise Vault のツールバーボタンとメニューコマンドをクリックすることで、ボルト内の
アイテムで作業できます。Enterprise Vault がまだアーカイブしていないアイテムを手動
でアーカイブすることもできます。

Enterprise Vault のツールバーとメニューコマンドにつ
いて

デフォルトでは、Enterprise Vault クライアントをインストールした後、電子メールクライア
ントを起動すると Enterprise Vault ツールバーが表示されます。このツールバーは、アー
カイブにアイテムを格納したり、アイテムを復元したり、別の方法でアーカイブを処理した

りできる機能を提供します。

図 1-1 Enterprise Vault ツールバー

次のボタンは、管理者の設定内容によっては Enterprise Vault ツールバーで利用でき
る場合があります。同様の機能を Enterprise Vault クライアントアプリケーションメニュー
で利用できる場合もあります。

第 1 章 Symantec Enterprise Vault の概要
アーカイブ済みアイテムへのショートカットについて
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表 1-1 Enterprise Vault のツールバーボタンとメニューコマンド

説明メニューコマンドツールバーボタン

Enterprise Vault のツールバーのオンと
オフを切り替えます。

［表示］/［非表示］ツールバー—

ボルトから選択アイテムをダウンロードし、

もとの形式で開きます。

p.11 の 「もとの形式でのアーカイブ済みア
イテムの表示」 を参照してください。

表示

選択アイテムの送信者に返信できます。

p.12 の 「アーカイブ済みアイテムへの返
信またはアーカイブ済みアイテムの転送」

を参照してください。

返信

選択アイテムの送信者とすべての受信者

に返信できます。

全員に返信

選択アイテムを 1 人以上の受信者に転送
できます。転送アイテムにはもとのアイテム

とともに受信した添付ファイルが含まれま

す。

転送

選択アイテムを添付ファイルとする新しい

メールメッセージを作成できます。

添付ファイルとして転送—

Enterprise Vault が次回メールボックスで
アーカイブ操作を行うときに、選択アイテム

をアーカイブします。

p.12 の 「手動によるアイテムとフォルダの
アーカイブ」 を参照してください。

ボルトに格納

選択した Enterprise Vault ショートカット
に関連付けされているアイテムを復元しま

す。

p.13 の 「ショートカットからのアーカイブ済
みアイテムの復元」 を参照してください。

ボルトから復元

選択アイテムをボルトから削除します。

p.13 の 「アーカイブ済みアイテムの削除」
を参照してください。

ボルトから削除

7第 1 章 Symantec Enterprise Vault の概要
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説明メニューコマンドツールバーボタン

利用可能なボルト内のアーカイブ済みアイ

テムを検索します。

p.14 の 「アーカイブ済みアイテムの検索」
を参照してください。

ボルトの検索

Microsoft Exchange Server と通信する
ユーザーのログイン資格情報を送信できま

す。

ログイン—

Enterprise Vault ツールバーのユーザー
設定を設定できます。

p.15 の 「Enterprise Vault のカスタマイ
ズ」 を参照してください。

Enterprise Vault の設定—

Enterprise Vault のヘルプを表示します。Enterprise Vault ヘルプトピッ
ク

—

Enterprise Vault のバージョン情報を表
示します。

Enterprise Vault について—

Enterprise Vault のログインの詳細の入力
Enterprise Vault ツールバーとアプリケーションメニューの機能を使う前に、Enterprise
Vault にログインする必要がある場合があります。

第 1 章 Symantec Enterprise Vault の概要
Enterprise Vault のログインの詳細の入力
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Enterprise Vault のログインの詳細を入力する方法

1 Enterprise Vault クライアントアプリケーションメニューで、［ログイン］を選択します。

2 ［アカウント情報］ダイアログボックスに Microsoft Exchange アカウントのログイン資
格情報を入力します。

Enterprise Vault によって、ドメインとアカウント ID の詳細が自動的に取得されて
表示されますが、パスワードを入力する必要があります。必要に応じて、アカウントの

すべての詳細を変更できます。

3 Mac OS X キーチェーンにパスワードを保存するかどうかを選択します。

Enterprise Vault ツールバーが Exchange Server に接続するときに、キーチェー
ンによってパスワードが指定されるため、毎回パスワードを入力する必要がなくなり

ます。

4 ［OK］をクリックします。

9第 1 章 Symantec Enterprise Vault の概要
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Symantec Enterprise Vault
の使用

この章では以下の項目について説明しています。

■ もとの形式でのアーカイブ済みアイテムの表示

■ アーカイブ済みアイテムへの返信またはアーカイブ済みアイテムの転送

■ 手動によるアイテムとフォルダのアーカイブ

■ ショートカットからのアーカイブ済みアイテムの復元

■ アーカイブ済みアイテムの削除

■ アーカイブ済みアイテムの検索

■ Enterprise Vault のカスタマイズ

■ メールボックスルールを設定した Enterprise Vault ショートカットの管理

もとの形式でのアーカイブ済みアイテムの表示
Enterprise Vault では、アイテムをアーカイブするときに、ショートカットをメールボックス
に残しておくことができます。このショートカットは、アーカイブ済みアイテムへの直接リン

クです。もとの形式でアーカイブ済みアイテムを表示するには、次の手順を実行します。
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もとの形式でアーカイブ済みアイテムを表示する方法

1 表示するアイテムを選択します。

2 Enterprise Vault ツールバーまたはアプリケーションメニューで、［表示］をクリックし
ます。

アイテムをすぐに利用できない場合は、代わりにショートカットの内容が Enterprise
Vault に表示されます。ここで、メールボックスにアイテムを復元することを選択でき
ます。

アーカイブ済みアイテムへの返信またはアーカイブ済み
アイテムの転送

アーカイブ済みアイテムへの返信またはアーカイブ済みアイテムの転送を行うには、

Enterprise Vault ツールバーまたはアプリケーションメニューの機能を使います。電子
メールクライアントの標準の［返信］ボタンと［転送］ボタンをクリックすると、もとのアイテム

が取り込まれて開く代わりに、アーカイブ済みアイテムのショートカットが開きます。

アーカイブ済みアイテムの返信または転送方法

1 返信または転送したいアイテムを選択します。

2 EnterpriseVault ツールバーまたはアプリケーションメニューで、適切なボタンをク
リックします。

選択アイテムの送信者に返信できます。返信

選択アイテムの送信者とすべての受信者に返信できます。全員に返信

選択アイテムを 1 人以上の受信者に転送できます。転送アイテムには
もとのアイテムとともに受信した添付ファイルが含まれます。

転送

選択アイテムを添付ファイルとする新しいメールメッセージを作成でき

ます。

添付ファイルとして

転送

手動によるアイテムとフォルダのアーカイブ
Enterprise Vault では、自動アーカイブがバックグラウンドで行われ、ユーザーによる操
作は必要ありませんが、アイテムを手動でアーカイブする必要がある場合があります。こ

の操作を実行できるのは、管理者がそれを許可するように Enterprise Vault を設定して
いる場合です。

第 2 章 Symantec Enterprise Vault の使用
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アイテムとフォルダを手動でアーカイブする方法

1 アーカイブする 1 つ以上のアイテムまたはフォルダを選択します。

メールボックス全体をアーカイブすることはできません。

2 ツールバーの［アーカイブ］をクリックするか、Enterprise Vault クライアントアプリ
ケーションメニューで［ボルトにアーカイブ］を選択します。

3 フォルダをアーカイブする場合は、サブフォルダも同様にアーカイブするかどうかを

選択します。

ショートカットからのアーカイブ済みアイテムの復元
アイテムは、Enterprise Vault ツールバーの［表示］ボタンをクリックすることで簡単に開
くことができるため、通常、メールボックスに復元する必要はありません。アイテムを復元

すると、そのアイテムはもとの形式で復元されます。たとえば、復元したアイテムがメール

メッセージの場合は、通常どおりに返信もできます。

Enterprise Vault では、オフラインで格納されているアイテムを復元する場合、時間がか
かることがあります。

復元するアイテムへのショートカットがない場合は、Enterprise Vault ブラウザ検索を使っ
てアイテムを検索して復元します。

ショートカットからアーカイブ済みアイテムを復元する方法

1 メールボックスで、復元するアイテムへのショートカットを選択します。

電子メールクライアントでの通常の機能を使って、1 つまたは複数のショートカットを
選択します。ショートカットでないアイテムを含めることもできますが、Enterprise
Vault ではこのようなアイテムは無視されます。

2 ツールバーの［復元］をクリックするか、Enterprise Vault クライアントアプリケーショ
ンメニューで［ボルトから復元］を選択します。

アーカイブ済みアイテムの削除
Enterprise Vault 管理者から、ボルト内のアイテムを削除する権限が付与されている場
合、削除にはいくつかの方法があります。Enterprise Vault 検索アプリケーションから
アーカイブ済みアイテムを削除することもできます。
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ショートカットを使ってアーカイブ済みアイテムを削除する方法

1 削除するアーカイブ済みアイテムへのショートカットを選択します。

ショートカットでないアイテムを含めることもできますが、Enterprise Vault ではこの
ようなアイテムは無視されます。

2 ツールバーの［削除］をクリックするか、Enterprise Vault クライアントアプリケーショ
ンメニューで［ボルトから削除］を選択します。

3 ［はい］をクリックして、ショートカットとアーカイブ済みアイテムの両方を削除すること

を確定します。

ショートカットから開いたアイテムを削除する方法

1 アイテムを開いたウィンドウのツールバーで［削除］をクリックします。

2 ［はい］をクリックして、アイテムを削除することを確定します。

3 ショートカットのみを削除するか、ショートカットとアーカイブ済みアイテムの両方を削

除するかを選択します。

ショートカットのみを削除した場合は、後でアイテムを検索して取得することができま

す。

アーカイブ済みアイテムの検索
アーカイブ済みアイテムへの Enterprise Vault ショートカットがある場合は、そのショー
トカットを使って簡単にアイテムを表示したり復元したりすることができます。ただし、ショー

トカットがない場合でも、Enterprise Vault の検索機能を使うことができます。

第 2 章 Symantec Enterprise Vault の使用
アーカイブ済みアイテムの検索
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アーカイブ済みアイテムを検索する方法

1 ツールバーの［検索］をクリックするか、Enterprise Vault クライアントアプリケーショ
ンメニューで［ボルトの検索］を選択します。

2 ログオンの詳細を確認するメッセージが表示されたら、情報を入力して［OK］をクリッ
クします。

ログオンダイアログボックスに独立した［ドメイン］フィールドが存在しない場合は、ユー

ザー名を domain_name¥user_name の形式で入力します。

3 検索基準を入力してから、検索を開始します。

Enterprise Vault のカスタマイズ
ツールバーの横方向または縦方向を変更し、テキストラベルを非表示にすることによっ

て、Enterprise Vault ツールバーの外観をカスタマイズできます。メニューバーに
Enterprise Vault クライアントアプリケーションメニューを表示させるかどうかなど、
Enterprise Vault のユーザー設定を設定することもできます。
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Enterprise Vault ツールバーの外観をカスタマイズする方法

1 Enterprise Vault ツールバーの右上にある［設定値］アイコンをクリックします。

2 ツールバーの方向を横または縦に設定し、ツールバーにテキストラベルを表示する

かどうかを選択します。

3 ［OK］をクリックします。

Enterprise Vault のユーザー設定を設定する方法

1 Enterprise Vault クライアントアプリケーションメニューで、［Enterprise Vault の設
定］を選択します。

2 ［ツールバーを次に添付する］フィールドで、Enterprise Vault ツールバーに関連
付ける電子メールクライアントを選択します。

3 ［メニューバーに Enterprise Vault アプリケーションを表示する］にチェックマークを
付けるかはずします。

Enterprise Vault クライアントアプリケーションメニューを非表示にすることを選択し
た場合も、［アップルメニュー］、［システム環境設定］、［Enterprise Vault］を順にク
リックすることによって、後で復元できます。

メールボックスルールを設定した Enterprise Vault ショー
トカットの管理

メールボックスの電子メールメッセージのリストでは、Enterprise Vault ショートカットは
アーカイブされていないメッセージのように見えます。ショートカットには、区別しやすくす

るための特別なアイコンやその他の識別用の機能がありません。そのため、メッセージが

アーカイブされたかどうかを判断するには、メッセージを開くか、またはメッセージのプレ

ビューを表示する必要があります。
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メールボックスルールを設定することによって、メッセージリストで識別しやすい方法で

ショートカットを管理できます。たとえば、Enterprise Vault によってアーカイブされた各
メッセージに対して、色分けしたカテゴリを適用するようにクライアントに指示できます。こ

れにより、電子メールメッセージがショートカットまたはアーカイブされていないメッセージ

のどちらであるかが一目でわかります。

次の手順の実行方法について詳しくは電子メールクライアントに付属のマニュアルを参

照してください。

メールボックスルールを設定してショートカットに色分けを適用する方法

1 編集メニューで［分類］をポイントし、［分類の編集］をクリックします。

2 ［新規］をクリックします。

3 たとえば「アーカイブ済み」という名前のカテゴリを作成し、そのカテゴリに関連付け

る色を選択します。

4 ツールメニューで、［ルール］をクリックします。

5 ［メール (Exchange)］オプションをクリックします。

6 新しいルールを追加するにはオプションをクリックします。

［ルールの編集］ダイアログボックスが表示されます。

7 次の特徴があるルールを設定します。

ショートカットのバナーのメッセージ本文には、通常、「この

メッセージがアーカイブされました。」というテキストが含まれ

ます。

この基準が満たされている場合

手順 3 で作成したカテゴリにメッセージカテゴリを設定しま
す。

実行する処理
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